マタイによる福音書　６章　９－１０節
２０２３年１月１日
●イエスは「だから、こう祈りなさい」と語られ、祈りについて明確に教えて下さった。その祈りの主題とは、御名が崇められ、御国が到来し、御心が行われるように、ということである。イエスは何よりも神の御心がこの地上に成就することを願われていたのであり、この世界が神の御国となることを切望しておられたのである。それは、神の理想が実現することであり、神だけが唯一の統治者となり、全地をあまねく支配することだった。神の御心は天におけるように地の上にも行われなければならず、それは天の理想がそのまま地上に顕現することである。そして、そのことの実現をひたすら願うことが「祈り」なのである。
「御心が行われますように、天におけるように地の上にも」：この祈りは英文では、Thy will be done in earth, as it is in heaven（欽定訳）であり、御心は天においては成っているのであり、そのごとくに実在しているのである。つまり、神の御心は天においてすでに実現しており、その御心がそのまま地上に成ることが神の国の実現なのである。
＊神の国の真実とは天における神の理想がそのまま成就することであり、そのことを祈り求めることこそ、祈りの本質である。イエスが教えられる祈りとは、私たちが望むことを成就するためのものではなく、天の父の御心がこの地上に実現することを願うことなのである。イエスが願われることを私たちが祈り求める時、この地上は神の御国となるのである。
ヨハネ4:34

　イエスは言われた。「わたしの食べ物とは、わたしをお遣わしになった方の御心を行い、その業を成し遂げることである。
イザヤ46:10-11
　10わたしは初めから既に、先のことを告げ
　　まだ成らないことを、既に昔から約束しておいた。
　　わたしの計画は必ず成り
　　わたしは望むことをすべて実行する。
　11・・・
わたしは語ったことを必ず実現させ
形づくったことを必ず完成させる。

ルカ12:31-32

　31ただ、神の国を求めなさい。そうすれば、これらのものは加えて与えられる。32小さな群れよ、恐れるな。あなたがたの父は喜んで神の国をくださる。
